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順不同　～面も特集

温
泉
、料
理
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
…

個
性
が
光
る〝
こ
だ
わ
り
の
宿
〟

瀬
戸
の
海
幸
、讃
岐
の
里
幸

料
理
・
食
事

能
登
の
魚
を「
輪
島
塗
」で

料
理
・
食
事

新
鮮
、ブ
リ
の
活
け
造
り

料
理
・
食
事

天
空
の
露
天
で
夢
見
心
地

温
泉
・
浴
場

せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

温
泉
・
浴
場

湯
場
空
間
で
く
つ
ろ
ぎ
を

温
泉
・
浴
場

伝
統
と
リ
ゾ
ー
ト
の
魅
力

お
も
て
な
し

広
い
浴
場
、白
濁
の
湯

温
泉
・
浴
場
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瀬
戸
内
の
海
の
幸
、
讃
岐
の
里
の
幸
を

味
わ
う

　
香
川
県
の
こ
ん
ぴ
ら
温
泉

郷
に
あ
る
「
琴
参
閣
」
（
中

山
芳
彦
社
長
）
は
、
金
刀
比

羅
宮
の
参
拝
客
で
賑
わ
う
人

気
旅
館
。
表
参
道
ま
で
徒
歩

５
分
の
近
さ
だ
。
同
館
の
料

理
は
、
瀬
戸
内
の
海
の
幸
、

讃
岐
の
里
の
幸
を
丹
精
込
め

て
調
理
し
、
素
朴
だ
け
れ
ど

も
あ
た
た
か
い
と
好
評
。
温

泉
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
だ

後
、
四
季
折
々
の
旬
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
の

は
格
別
だ
。

　
秋
は
讃
岐
牛
の
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
と
伊
勢
海
老
を
メ
ー
ン

に
、
戻
り
鰹
、
イ
サ
キ
、
松

茸
、
秋
茄
子
な
ど
を
味
わ
え

る
会
席
料
理
が
人
気
。

　
食
事
処
は
２
カ
所
。
飛
天

館
２
階
に
あ
る「
一
力
茶
屋
」

は
、
飛
天
館
の

宿
泊
者
の
専

用
。
部
屋
別
に

趣
が
異
な
る
料

理
茶
屋
で
、
数

寄
屋
造
り
が
味

わ
い
に
風
雅
を

添
え
る
。

　
讃
水
館
１
階

に
あ
る「
味
道
」

は
、
間
仕
切
り

の
あ
る
掘
り
ご

た
つ
式
の
食
事

会
場
や
個
室
会

場
か
ら
な
る
。

ほ
か
に
も
、
小
グ
ル
ー
プ
に

は
小
中
宴
会
場
を
用
意
し
て

い
る
。

　
▽
こ
と
ひ
ら
温
泉
琴
参
閣

は
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

６
８
５
の

。
☎
０
８
７
７

（
７
５
）
１
０
０
０
。http:

//www.kotosankaku.jp/

「
囲
炉
裏
会
席
」

　
石
川
県
ね
ぶ
た
温
泉
「
海

游
能
登
の
庄
」
（
大
向
洋
紀

社
長
）
は
、
能
登
で
揚
が
る

魚
介
類
を
中
心
に
し
た
創
作

会
席
料
理
が
評
判
だ
。
地
元

の
伝
統
工
芸
品
「
輪
島
塗
」

を
ぜ
い
た
く
に
使
っ
て
料
理

を
提
供
す
る
こ
と
で
奥
能
登

の
お
も
て
な
し
を
目
と
舌
で

味
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
食
事
場
所
は
部
屋
か
囲
炉

裏
料
亭
「
ね
ぶ
た
茶
屋
」
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
輪
島
港
で
揚

が
る
フ
グ
、

月
か
ら
は
加

能
ガ
ニ
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
、

ブ
リ
が
旬
と
な
る
。
「
加
能

ガ
ニ
は
刺
身
も
美
味
し
い

が
、
一
番
の
お
す
す
め
は
炭

火
で
炙
っ
た
焼
ガ
ニ
」
と
同

館
は
太
鼓
判
を

押
す
。

　
輪
島
が
舞
台

と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説

「
ま
れ
」
の
影

響
で
、
塩
田
の

塩
が
人
気
と
な

っ
て
い
る
ほ

か
、

月
中
旬

～
３
月
中
旬
は

世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た

「
白
米
千
枚

田
」
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
観
光
客
に
喜
ば
れ

て
い
る
。

　
▽
海
游
能
登
の
庄
は
石
川

県
輪
島
市
大
野
町
ね
ぶ
た
温

泉
☎
０
７
６
８
（
２
２
）
０

２
１
３
。http://www.notono

sho.co.jp/

天
然
活
魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

　
長
崎
県
平
戸
千
里
ケ
浜
温

泉
の
ホ
テ
ル
蘭
風
（
田
口
満

社
長
）
は
、
目
の
前
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
が
広
が
る

全
室
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト

の
宿
だ
。
美
し
い
平
戸
の
海

を
眺
め
な
が
ら
ぜ
い
た
く
な

ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
。

　
地
元
の
新
鮮
な
海
の
幸
を

使
っ
た
料
理
が
自
慢
。
旬
の

「
う
ま
か
も
ん
」
を
次
々
と

出
し
て
く
れ
る
。

　
夕
食
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
レ
ス

ト
ラ
ン
で
。
「
１
階
に
あ
る

ス
テ
ー
ジ
で
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら
夕
食

を
召
し
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
。
特
に
ブ
リ
の
活
け

造
り
シ
ョ
ー
は
必
見
。
さ
ば

き
た
て
の
ブ
リ
を
観
覧
者
に

振
る
舞
っ
て
く
れ
る
。

　
「
平
戸
の
新
鮮
な
海
の
幸

を
豊
富
に
使
っ

た
会
席
料
理
を

中
心
に
厳
選
さ

れ
た
素
材
を
使

用
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
平
戸

の
ヒ
ラ
メ
は
水

揚
げ
高
日
本
一

を
誇
る
平
戸
の

志
々
伎
漁
協
で

採
れ
た
天
然
平

戸
黄
金
ヒ
ラ
メ

で
有
名
で
す
」

と
同
館
田
口
社

長
。
平
戸
の
雄
大
な
自
然
で

育
っ
た
高
級
和
牛「
平
戸
牛
」

の
ス
テ
ー
キ
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
も
味
わ
っ
て
み
た
い
。

　
▽
ホ
テ
ル
蘭
風
は
長
崎
県

平
戸
市
川
内
町

。
☎
０
９

５
０
（
２
３
）
２
１
１
１
。

http://www.hotelranpu.com/

天
空
露
天
風
呂
、
雲
海
の
湯
（
男
湯
）

　
秘
境
・
祖
谷
の
「
か
ず
ら

橋
」
に
ほ
ど
近
い
静
か
な
山

里
に
あ
る
ホ
テ
ル
か
ず
ら
橋

（
谷
口
宏
社
長
）
の
自
慢
は

小
さ
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
登

る
天
空
の
露
天
風
呂
。
老
若

男
女
問
わ
ず
冒
険
心
が
く
す

ぐ
ら
れ
る
と
評
判
だ
。

　
３
階
中
庭
か
ら
乗
車
し
、


㍍
上
空
に
到
着
す
る
と
、

眼
下
に
ま
ぶ
し
い
緑
や
色
鮮

や
か
な
紅
葉
、
夜
は
見
上
げ

れ
ば
満
天
の
星
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
趣
向
を
凝
ら

せ
た
露
天
風
呂
は
筍
の
湯
、

樹
海
の
湯
（
女
性
用
）
、
雲

海
の
湯
（
男
性
用
）
、
天
空

足
湯
、
３
種
類
の
五
右
衛
門

風
呂
（
貸
切
）
の
七
つ
。

　
館
内
に
あ
る

男
女
別
の
大
浴

場
は
昨
年
２
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ま
た
４
階

の
６
室
も
禁
煙

ル
ー
ム
と
し
て

改
装
を
行
っ

た
。

　
こ
こ
で
し
か

味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
祖
谷

の
郷
土
料
理
も

好
評
で
、
里
山

の
味
覚
目
当
て

の
客
も
多
く
訪

れ
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
か
ず
ら
橋
は
徳

島
県
三
好
市
西
祖
谷
山
村
善

徳

の
１
。
☎
０
８
８
３

（
８
７
）
２
１
７
１
。http:

//www.kazurabashi.co.jp/

露
天
・
大
浴
場
「
山
並
み
の
湯
屋
」

　
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た

人
吉
温
泉
。日
本
三
大
急
流
、

球
磨
川
の
川
沿
い
に
位
置
す

る
の
が
「
清
流
山
水
花
　
あ

ゆ
の
里
」
だ
。
清
流
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

た
い
。

　
大
浴
場
は
眺
望
自
慢
。

「
山
並
み
の
湯
屋
」
は
球
磨

川
と
南
九
州
山
脈
を
一
望

し
、
露
天
風
呂
か
ら
は
ち
ょ

う
ど
い
い
高
さ
で
山
々
を
見

渡
せ
る
。

　
「
蔵
の
湯
殿
」
は
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
人
吉
城
址
の
城

壁
と
焼
酎
の
蔵
の
雰
囲
気
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
球
磨
川
の
絶
景
を
望
む
。

　
こ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
温
泉
露
天
風
呂
付
き

客
室
を
備
え
て

い
る
。

　
焼
酎
蔵
「
左

蔵
」
に
は

蔵

元
の
本
場
の
球

磨
焼
酎
を
集

め
、
そ
の
試
飲

コ
ー
ナ
ー
も
。

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー

も
あ
り
、
ハ
ウ

ス
ワ
イ
ン
か
ら

高
級
ワ
イ
ン
ま

で
豊
富
に
そ
ろ

え
て
い
る
。
川

と
海
の
幸
を
取

り
入
れ
た
会
席
料
理
「
川
幸

海
幸
料
理
」
と
と
も
に
味
わ

い
た
い
。

　
▽
清
流
山
水
花
　
あ
ゆ
の

里
は
熊
本
県
人
吉
市
九
日
町

３
０
。☎
０
９
６
６（
２
２
）

２
１
７
１
。http://www.ayu

nosato.jp/

　
熊
本
・
黒
川
温
泉
の
「
湯

峡
の
響
き
　
優
彩
」
（
高
島

淳
一
社
長
）
は
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
、
源
泉
掛
け

流
し
の
湯
を
楽
し
め
る
こ
と

で
名
高
い
宿
だ
。

　
同
館
で
は
敷
地
内
の
自
家

源
泉
か
ら

度
の
湯
を
引

湯
。
毎
日
入
れ
替
え
る
源
泉

１
０
０
％
の
湯
に
入
浴
で
き

る
と
あ
っ
て
、
湯
め
ぐ
り
す

る
人
が
数
多
く
訪
れ
る
。

　
一
番
の
お
す
す
め
は
宿
泊

者
だ
け
に
開
か
れ
た
湯
空
間

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」
。
窓

一
面
に
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
が
迫

る
「
竹
林
の
湯
」
、
ヒ
ノ
キ

の
香
り
と
温
か
さ
に
包
ま
れ

る
「
双
檜
の
湯
」
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
楽
し
め
る
「
渓
流

の
湯
」
の
三
つ
の
風
呂
が
あ

る
。

　
ま
た
、
こ
の

ほ
ど
天
文
台

「
そ
ら
し
る

べ
」
が
オ
ー
プ

ン
。
日
本
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
メ

ー
カ
ー
が
作
っ

た
本
格
的
な
天

体
望
遠
鏡
を
備

え
、
気
軽
に
天

体
観
測
が
楽
し

め
る
。
黒
川
温

泉
の
新
た
な
文

化
施
設
と
い
え

る
。
夕
食
後
の
新
た
な
過
ご

し
方
と
し
て
利
用
し
て
み
る

の
も
い
い
。

　
▽
湯
峡
の
響
き
　
優
彩
は

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
黒

川
温
泉
。
☎
０
９
６
７
（
４

４
）
０
１
１
１
。http://ww

w.yusai.com/

モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
が
迫
る
「
竹
林
の
湯
」

薩
摩
の
心
を
一
堂
に
集
め
た
「
薩
摩
伝

承
館
」

　
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
に
あ

る
指
宿
白
水
館
（
下
竹
原
啓

高
社
長
）
は
、
伝
統
的
な
日

本
の
旅
館
と
、
近
代
的
な
ホ

テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

魅
力
を
合
わ
せ
持
っ
て
い

る
。
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
き
め
細
や
か
な
お
も

て
な
し
が
好
評
だ
。

　
館
内
は
車
椅
子
の
利
用
が

可
能
。
館
内
各
所
に
も
設
置

し
て
あ
り
、
必
要
な
時
は
自

由
に
使
用
で
き
る
。
全
部
屋

に
高
速
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
引
い
て
あ

り
、
フ
ロ
ン
ト
、
ラ
ウ
ン
ジ

で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で

き
る
。
フ
ロ
ン
ト
デ
ス
ク
横

に
は
１
台
Ｐ
Ｃ
が
設
置
し
て

あ
り
、無
料
で
利
用
で
き
る
。

　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
も
人
気
を
集

め
て
い
る
。
世
界
に
誇
る
日

本
の
伝
統
美
と
後
世
に
残
し

た
い
薩
摩
の
心

を
一
堂
に
集
め

た
「
薩
摩
伝
承

館
」
で
挙
式
が

可
能
。
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
心
を

込
め
、
感
動
の

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

を
作
り
上
げ

る
。

　
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
温
泉
地

が
あ
る
九
州
で

「
天
然
の
砂
む

し
風
呂
」
は
指
宿
温
泉
の
海

岸
エ
リ
ア
だ
け
で
楽
し
め
る

入
浴
法
と
し
て
全
国
的
に
知

ら
れ
る
。
　

　
▽
指
宿
白
水
館
は
鹿
児
島

県
指
宿
市
知
林
の
里
。
☎
０

９
９
３（
２
２
）３
１
３
１
。

http://www.hakusuikan.co.j
p/

別
館
露
天
風
呂
「
白
紫
（
び
ゃ
く
し
）

の
湯
」

　
じ
ゃ
ら
ん
や
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
の
温
泉
口
コ
ミ
評
価
で
、

常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

温
泉
自
慢
の
宿
が
、
霧
島
温

泉
郷
の
霧
島
国
際
ホ
テ
ル

（
竹
下
卓
社
長
）
。

　
最
も
大
き
な
浴
場
が
「
大

浴
場
大
浪（
お
お
な
み
）」。

一
度
に
１
５
０
人
が
入
浴
で

き
る
広
さ
で
、
豊
富
な
湯
量

も
自
慢
だ
。

　
森
の
中
の「
露
天
霧
乃
湯
」

は
湯
が
白
濁
と
透
明
の
２
種

類
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
屋
根

が
あ
り
、
雨
が
降
っ
て
も
大

丈
夫
。
ま
た
、
男
性
は
天
然

蒸
し
湯
、
女
性
は
足
湯
に
浸

か
り
な
が
ら
の
泥
パ
ッ
ク
も

利
用
で
き
る
。
美
白
効
果
は

抜
群
だ
。

　
「
別
館
露
天
白
紫
（
び
ゃ

く
し
）
」
は
四
季
折
々
の
季

節
模
様
を
感
じ
る
白
濁
の
露

天
風
呂
。
乳
白

色
の
硫
黄
泉

で
、
打
た
せ
湯

も
楽
し
め
る
。

夜
の
星
空
の
美

し
さ
も
格
別
。

こ
の
ほ
か
、
家

族
風
呂
や
岩
盤

浴
用
の
岩
盤
風

呂
も
備
え
、
温

泉
を
満
喫
す
る

に
は
最
適
の
ホ

テ
ル
と
言
え

る
。

　
今
年
、
近
隣
の
「
丸
尾
の

滝
」前
に
新
た
な
橋
が
開
通
。

ア
ク
セ
ス
が
よ
り
便
利
に
な

っ
た
。

　
▽
霧
島
国
際
ホ
テ
ル
は
鹿

児
島
県
霧
島
市
牧
園
町
高
千

穂
３
９
３
０
番
地
。
☎
０
９

９
５
（
７
８
）
２
６
２
１
。

http://www.kirikoku.co.jp/

今年１月に開かれた「年度人気温泉旅館ホ
テル選認定証授与式」

http://www.notonosho.co.jp/
http://www.kotosankaku.jp/
http://www.kazurabashi.co.jp/
http://www.hotelranpu.com/
http://www.yusai.com/
http://www.ayunosato.jp/
http://www.kirikoku.co.jp/
http://www.hakusuikan.co.jp/

